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中
川
町
の
会
計
は
、
町
民
生
活
全

般
に
わ
た
る
基
本
的
な
経
費
を
網
羅

し
た
「
一
般
会
計
」
と
、
特
定
事
業

を
経
理
す
る
「
特
別
会
計
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
「
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
」
な
ど
の
5
会

計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
全
会
計
予
算
の
合
計

額
は
51
億
5
9
5
8
万
円
。
平
成
28

年
度
に
対
し
て
8
・
3
％
、
金
額
に

し
て
3
億
9
6
2
4
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
き
幼
児

セ
ン
タ
ー
の
新
築
、
保
育
料
の
軽
減
、

商
工
業
振
興
事
業
の
実
施
、
世
田
谷

区
で
の
情
報
発
信
拠
点
の
運
営
、
森

林
文
化
の
再
生
な
ど
、
地
域
一
丸
と

な
っ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

政
策
を
推
し
進
め
る
た
め
、
平
成
29

年
度
中
川
町
予
算
は
編
成
さ
れ
ま
し

た
。 中

川
町
全
体
の
予
算
額

　

51
億
5
9
5
8
万
円

平成29年度
　 予算の概要

国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

小　　　　計

一　般　会　計

合　　　　　　計

43億4,000万円

2億8,144万円

2億2,452万円

3,136万円

1億8,669万円

9,555万円

8億1,958万円

51億5,958万円

会　　計　　名

表1　各会計別の予算額

平成29年度
予　算　額

増減率
（％）

40億5,000万円

2億2,606万円

2億1,569万円

2,956万円

1億4,076万円

1億124万円

7億1,333万円

47億6,333万円

平成28年度
予　算　額

2億9,000万円

5,537万円

883万円

179万円

4,593万円

▲569万円

1億624万円

3億9,624万円

7.2

24.5

4.1

6.1

32.6

▲5.6

14.9

8.3

比較増減額

特　

別　

会　

計 各予算額の金額は、千円の位を切り
すてているため、それぞれの合計額
と総額は異なります。
ただし、各割合（％）は、千円以下の
位を含めたものとなっています。
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中
川
町
の
財
政
に
お
い
て
収
入
の

根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
計
画
を
参
考
に
、
平
成
28
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
1
1
0
0
万

円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町

税
は
、
法
人
町
民
税
や
市
町
村
た
ば

こ
税
の
減
額
に
よ
っ
て
4
3
7
万
円

の
減
、
国
庫
支
出
金
は
、
道
路
改
良

事
業
に
伴
う
補
助
金
の
増
額
な
ど
に

よ
っ
て
1
9
4
5
万
円
の
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
の
不
足

を
補
う
た
め
、
基
金
繰
入
金
と
し
て

財
政
調
整
基
金
か
ら
3
億
3
3
5
0

万
円
を
繰
り
入
れ
、
収
支
の
均
衡
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
現
在
高

は
、
平
成
29
年
度
は
償
還
額
の
7
割

が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
過
疎

対
策
事
業
債
に
て
、
幼
児
セ
ン
タ
ー

新
築
事
業
や
道
路
改
良
事
業
の
借
り

入
れ
を
行
う
な
ど
、
将
来
の
負
担
を

抑
え
る
べ
く
財
政
的
に
有
利
な
町
債

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
度

末
現
在
高
と
比
較
す
る
と
、
2
億
8

2
0
0
万
円
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
か
ら

最
少
の
費
用
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
、
政
策
効
果
の
高
い
事

業
へ
と
質
の
改
善
を
図
り
、
第
6
次

中
川
町
総
合
計
画
と
中
川
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
確

実
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま

し
た
。

①町税
②分担金及び負担金
③使用料及び手数料
④財産収入
⑤寄附金
⑥繰入金
⑦繰越金
⑧諸収入
⑨地方譲与税
⑩利子割交付金
⑪配当割交付金
⑫株式等譲渡所得割交付金
⑬地方消費税交付金
⑭自動車取得税交付金
⑮地方特例交付金
⑯地方交付税
⑰交通安全対策交付金
⑱国庫支出金
⑲道支出金
⑳町債

1億7,362万円
188万円
5,886万円
6,979万円
1,000万円

3億8,347万円
6,000万円

2億1,021万円
5,550万円
10万円
10万円
0万円

3,200万円
750万円
5万円

19億400万円
0万円

3億7,468万円
1億2,209万円
8億7,610万円
43億4,000万円

区　　　分

合　　　計

表2　一般会計【歳入】
平成29年度
予　算　額

1億7,800万円
217万円
6,811万円
6,411万円
100万円

3億8,645万円
6,000万円

2億5,181万円
5,740万円
25万円
10万円
0万円

3,600万円
750万円
5万円

19億1,500万円
0万円

3億5,523万円
1億3,988万円
5億2,690万円
40億5,000万円

平成28年度
予　算　額

▲437万円
▲29万円
▲925万円
568万円
900万円

▲298万円
0万円

▲4,159万円
▲190万円
▲15万円
0万円
0万円

▲400万円
0万円
0万円

▲1,100万円
0万円

1,945万円
▲1,779万円
3億4,920万円
2億9,000万円

比較増減額

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

①議会費
②総務費
③民生費
④衛生費
⑤労働費
⑥農林水産業費
⑦商工費
⑧土木費
⑨消防費
⑩教育費
⑪災害復旧費
⑫公債費
⑬給与費
⑭予備費

2,956万円
2億6,314万円
8億2,076万円
3億1,022万円
1,529万円

5億3,834万円
2億8,071万円
6億4,556万円
1億4,159万円
2億1,265万円

0万円
6億4,102万円
4億3,809万円

300万円
43億4,000万円

区　　　分

合　　　計

表3　一般会計【歳出】

図　一般会計予算額

一般会計総額 43億4,000万円

平成29年度
予　算　額

2,936万円
2億6,017万円
3億4,958万円
3億1,772万円
1,529万円

5億6,317万円
2億4,490万円
6億4,090万円
1億4,539万円
4億746万円

0万円
6億1,746万円
4億5,555万円

300万円
40億5,000万円

平成28年度
予　算　額

20万円
297万円

4億7,118万円
▲749万円

0万円
▲2,482万円
3,581万円
466万円
▲380万円

▲1億9,481万円
0万円

2,356万円
▲1,746万円

0万円
2億9,000万円

比較増減額

歳入

歳出

16 地方交付税（43.9％）

❸
民生費

（18.9％）
❻

農林水産業費（12.4％）

13
給与費

（10.1％）
❹

❽
土木費

（14.9％）

12
公債費

（14.8％）

20 18❻ ❽

その他
（21.8％）

その他
（9.7％）

諸収入（4.8％）

町債
（20.2％）

国庫支出金（8.6％）

繰入金（8.8％） 町税（4.0％）

衛生費（7.1％）

❶

第
6
次
中
川
町
総
合
計
画

と
中
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
確

実
に
推
進
す
る
た
め
に
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昭
和
56
年
に
建
築
さ
れ
35
年
が
経

過
し
、
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽
化
が

著
し
く
建
替
え
が
必
要
な
た
め
、
幼

児
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
、
子
育
て
支

援
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
14
年
よ
り
供
用
開
始
し
た
最

終
処
分
場
（
幌
延
町
）
が
平
成
29
年

11
月
に
計
画
年
数
を
迎
え
る
た
め
、

か
さ
上
げ
に
よ
り
埋
立
容
量
を
確
保

し
、
施
設
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
。

　

集
乳
経
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

農
作
業
の
効
率
化
と
環
境
衛
生
の
向

上
を
図
り
、
生
産
物
輸
送
の
円
滑
化

と
省
力
化
で
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

　

道
営
農
地
整
備
事
業
（
通
作
条
件

整
備
）
の
実
施
に
よ
り
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
や
大
型
農
業
機
械
の
運
搬
路

の
確
保
と
場
内
の
衛
生
管
理
を
徹
底

す
る
た
め
の
路
盤
改
良
、
舗
装
の
整

備
対
象
外
の
敷
地
整
備
を
支
援
し
ま

す
。

　

畜
産
業
に
お
け
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン

サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
餌
改
善
対
策
に
関

わ
る
施
設
改
善
と
生
乳
の
良
質
増
産

を
推
進
す
る
た
め
の
乳
牛
導
入
支
援

に
よ
り
、
地
域
循
環
型
の
農
業
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
近
年
の
雷
雨
等
に

よ
る
停
電
に
よ
っ
て
搾
乳
作
業
に
影

響
が
生
じ
、
乳
房
炎
等
が
発
生
し
て

い
る
た
め
、
畜
舎
の
配
電
盤
を
発
電

機
対
応
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　

中
川
町
営
牧
場
の
休
止
に
伴
い
、

預
託
先
が
美
深
町
恩
根
内
放
牧
場
と

な
る
こ
と
か
ら
預
託
料
以
外
の
費
用

を
支
援
し
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　

森
林
文
化
の
再
生
に
お
け
る
、
眠

っ
て
い
る
地
域
資
源
（
森
林
）
の
山

地
未
利
用
材
や
低
質
材
を
有
効
に
活

用
し
、
薪
生
産
や
ク
ラ
フ
ト
原
料
と

し
て
加
工
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
次
加
工
に
携
わ
る
林
業
者
や
薪
生

産
・
流
通
な
ど
、
新
た
な
雇
用
を
創

出
し
ま
す
。
ま
た
、
持
続
的
な
利
用

循
環
を
行
う
こ
と
で
、
森
林
や
自
然

と
調
和
し
た
暮
ら
し
の
実
現
は
多
く

の
都
市
住
民
に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ

り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
移
住

促
進
へ
と
繋
が
る
よ
う
に
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

中
川
町
森
林
経
営
計
画
を
も
と
に

民
有
林
振
興
を
推
進
す
る
た
め
に
、

国
の
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
事
業
、
未
来
の
森
づ
く
り
推
進
事

業
制
度
や
人
工
造
林
推
進
事
業
を
活

用
し
、
施
工
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

　

中
川
町
森
林
経
営
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林

業
再
生
総
合
対
策
事
業
や
森
林
環
境

保
全
整
備
事
業
な
ど
の
制
度
を
活
用

し
、
下
刈
や
除
伐
、
作
業
道
な
ど
を

開
設
し
、
適
切
な
町
有
林
管
理
に
努

め
、
町
有
林
資
源
の
環
境
的
か
つ
経

済
的
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
民

有
林
振
興
の
模
範
と
な
る
森
林
管
理

を
進
め
、
中
川
町
森
づ
く
り
の
更
な

る
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

中
川
町
森
林
経
営
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
、
林
業
専
用
道
並
び
に
林

業
専
用
道
（
規
格
相
当
）
制
度
を
活

用
し
、
町
有
林
並
び
に
民
有
林
の
施

業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
環
境
省

事
業
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
ポ
ン

ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
た

め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

中
川
町
に
お
け
る
企
業
の
立
地
及

幼
児
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
・

委
託
・
備
品
購
入
事
業

　
　
　
　
　

5
億
4
8
6
万
円

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　
　
　
　
　
　

施
設
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　

2
5
9
6
万
円

道
営
農
地
整
備
事
業

　
　
　
　

（
通
作
条
件
整
備
）

　
　
　
　
　
　

1
6
6
5
万
円

　

都
市
で
暮
ら
す
住
民
を
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
受
入
れ
、
最

長
3
年
間
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る

活
動
に
従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
地
域
の
持
つ
地
域
力
の

維
持
及
び
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

自
己
の
住
宅
を
新
築
又
は
リ
フ
ォ

ー
ム
す
る
町
民
に
対
し
、
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
住
環
境
の

向
上
と
町
内
の
住
宅
関
連
産
業
の
振

興
を
図
り
、
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
（
納
税
）
者
に
対

し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
、
中
川

町
の
特
産
品
な
ど
を
贈
呈
す
る
こ
と

で
、
情
報
発
信
の
一
助
と
し
、
な
か

が
わ
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　

5
2
5
6
万
円

酪
農
作
業
施
設
整
備
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

1
0
7
5
万
円

酪
農
畜
産
振
興
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

7
5
2
万
円

山
村
活
性
化
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　

9
1
7
万
円

民
有
林
整
備
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

1
4
4
4
万
円

町
有
林
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

5
7
3
9
万
円

林
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

2
8
6
4
万
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

　
　
　
　

導
入
実
施
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
　

6
0
0
万
円

ふ
る
さ
と
基
金
事
業

　
　
　
　
　
　

1
1
3
2
万
円

住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

促
進
事
業

　
　
　
　
　
　

1
4
9
1
万
円

平
成
平
成
29
年
度
のの
主
な
事
業

主
な
事
業

平
成
29
年
度
の
主
な
事
業

広報なかがわ
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企
業
振
興
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　

8
3
5
6
万
円



び
地
場
中
小
企
業
の
育
成
を
促
進
す

る
た
め
、中
川
町
内
に
工
場
、ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
産
業
又
は
試
験
研
究
施
設
を

新
設
し
、
ま
た
は
増
設
す
る
者
に
対

し
助
成
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、中
川

町
の
産
業
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡
大

を
図
り
、
経
済
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

　

商
工
会
・
観
光
協
会
・
町
・
世
田

谷
区
・
下
高
井
戸
商
店
街
振
興
組
合

・
日
本
大
学
文
理
学
部
の
6
者
で
構

成
す
る
「
中
川
町
交
流
情
報
発
信
拠

点
施
設
運
営
協
議
会
」を
設
立
し
、下

高
井
戸
商
店
街
に
中
川
町
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
ペ
ー
ス「
ナ
カ
ガ
ワ
の
ナ
カ
ガ
ワ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
都
市（
世

田
谷
区
）
か
ら
地
方
（
中
川
町
）
へ

人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

こ
れ
ま
で
の
人
的
交
流
や
物
販
交
流

に
加
え
、
情
報
の
発
信
・
受
信
力
を

強
め
、
さ
ら
に
は
、
文
化
・
教
育
交

流
な
ど
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

中
川
町
に
お
け
る
商
工
業
及
び
観

光
業
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
発
展

を
図
る
た
め
、
事
業
承
継
者
及
び
新

規
開
業
者
、
異
業
種
進
出
を
目
指
す

事
業
者
、
経
営
の
維
持
改
善
を
計
画

的
に
行
お
う
と
す
る
事
業
者
等
に
助

成
し
、
担
い
手
の
確
保
と
と
も
に
中

川
町
の
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

　

観
光
地
を
訪
れ
る
従
来
型
の
観
光

で
は
な
く
、
自
転
車
・
カ
ヌ
ー
、
徒

歩
及
び
公
共
交
通
機
関
を
組
み
合
わ

せ
た「
移
動
」を
、広
域
的
な
観
点
か

ら
観
光
商
品
化
し
、
町
内
施
設
の
受

け
入
れ
体
制
整
備
と
一
体
的
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
中
川
町
は
も
と
よ
り
、

道
北
地
域
の
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

建
設
後
20
年
が
経
過
し
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
破
損
等
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
改
修
を
行
い
、
施
設
の

機
能
維
持
と
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ク
ア
施
設
部
の
改
修
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
の
協
議
の
経
過
を
踏

ま
え
、
新
た
な
施
設
空
間
と
機
能
整

備
に
向
け
た
各
種
設
計
業
務
を
実
施

し
、
利
用
者
の
快
適
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

年
次
計
画
に
よ
り
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
消
費
電
力

の
低
減
や
灯
具
の
長
寿
命
化
に
よ
り
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
大
幅
な
縮
減

と
マ
イ
マ
イ
蛾
等
の
対
策
を
し
ま
す
。

　

未
改
良
の
町
道
を
継
続
か
つ
計
画

的
に
整
備
し
、
生
活
路
と
し
て
の
交

通
安
全
の
確
保
、
産
業
路
と
し
て
の

経
済
活
動
の
効
率
化
・
安
全
化
並
び

に
排
水
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

中
川
町
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
適
切
か
つ
計
画
的
な
補
修
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
橋
梁
の
長

寿
命
化
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
り
ま
す
。

　

中
川
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
年
次
計
画
で
屋
上
防

水
の
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
建

物
の
長
寿
命
化
を
図
り
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
縮
減
し
ま
す
。

　

建
設
後
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
著
し
く
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
施

設
で
あ
る
た
め
、
浄
水
場
や
配
水
管

等
の
改
修
を
今
年
度
よ
り
計
画
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

中
川
の
日
常
を
文
化
人
や
町
外
の

方
の
視
点
・
切
り
口
で
、
評
価
・
情

報
発
信
を
行
い
、
町
民
の
方
々
が
、

地
域
の
魅
力
の
新
・
再
発
見
、
地
域

へ
の
愛
着
・
誇
り
の
醸
成
や
滞
留
人

口
お
よ
び
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
一
般
を
対
象
に
文
化

芸
術
に
身
近
に
触
れ
合
う
機
会
を
創

出
し
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
と
協
働
し
て
、
企
画
・

運
営
を
行
い
文
化
芸
術
に
関
わ
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
安
全
対
策
と
利
便

性
向
上
の
た
め
、
必
要
箇
所
の

修
繕
を
行
い
ま
す
。
特
に
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
劣
化
し
危
険

な
屋
根
・
外
壁
等
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

　

外
野
フ
ェ
ン
ス
廻
り
の
改
修

を
実
施
し
、
利
用
者
の
安
全
確

保
を
図
り
ま
す
。
老
朽
化
し
、

脱
落
の
危
険
性
が
あ
る
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
に
つ
い
て
撤
去
工
事
を

行
い
ま
す
。

※
中
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

http://www.town.nakagawa.
hokkaido.jp/category/jouhou/

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

５ 広報なかがわ
2017（H29）. 5月号

商
工
業
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　

1
0
9
6
万
円

道
北
版
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
万
円

ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

施
設
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　

1
9
0
0
万
円

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　

1
7
1
5
万
円

道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　

2
億
9
9
0
0
万
円

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

　
　
　
　
　
　

6
1
7
0
万
円

公
営
住
宅
屋
上
防
水
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　

1
7
0
0
万
円

佐
久
簡
易
水
道
施
設

　
　
　
　

実
施
設
計
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　

1
7
4
5
万
円

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

情
報
発
信
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
7
0
万
円

文
化
芸
術
講
演
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　

2
2
1
万
円

ス
キ
ー
場
施
設
改
修
事
業

　
　
　
　
　

5
3
8
万
円

町
営
球
場
改
修
事
業

　
　
　
　
　

2
3
4
万
円

中
川
町
交
流
情
報
発
信
拠
点

　

施
設
運
営
協
議
会
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
　

8
0
0
万
円



◆
中
央
小
学
校

◆
中
川
中
学
校

髙
橋
美
智
子　

教
諭

　

中
川
町
に
来
て
18
年
目
に
な
り

ま
す
。
長
く
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
！
子
ど
も
た
ち
の
毎
日
に
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ

ち

は
し
み

た
か 小

松
田　

浩　

教
頭

　

遠
軽
町
立
丸
瀬
布
中
学
校
よ
り

着
任
し
ま
し
た
。
中
川
ラ
イ
フ
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ひ
ろ
し

だ

ま
つ

こ 三
原　

彬
敬　

教
諭

　

旭
川
市
よ
り
赴
任
し
て
参
り
ま

し
た
。
4
月
か
ら
中
央
小
の
3
年

生
担
任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
中
川
っ
子
の
た
め
に
精
一

杯
が
ん
ば
り
ま
す
！！

ひ
ろ

あ
き

は
ら

み長
村　

浩
美　

教
諭

　

中
央
小
学
校
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
算
数
Ｔ
Ｔ

・
少
人
数
指
導
担
当
で
す
。
子
ど

も
達
と
色
々
な
活
動
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

み

ひ
ろ

む
ら

お
さ 中

山　
　

洋　

校
長

　

中
央
小
学
校
の
50
人
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
教
職
員
一
丸
と

な
り
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と

連
携
・
協
働
し
て
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
ろ
し

や
ま

な
か

中川町民の皆さんよろしくお願いします中川町民の皆さんよろしくお願いします中川町民の皆さんよろしくお願いします
各学校に着任された先生、役場新規採用職員を紹介します

広報なかがわ
2017（H29）. 5月号 ６

◆
中
川
町
役
場

天
内　

美
穂
（
幸
福
推
進
室
）

　

中
川
町
で
の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
で
き
る
よ
う
、
楽
し
む
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
参
り

ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ほ

み

な
い

あ
ま吉

岡　
　

駿
（
企
画
財
政
室
）

　

新
卒
で
仕
事
に
慣
れ
る
ま
で
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
周
り

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
一
日

で
も
早
く
業
務
内
容
を
覚
え
、
こ

な
し
て
い
く
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

し
ゅ
ん

お
か

よ
し 横

井
勇
太
郎
（
教
育
委
員
会
）

　

今
年
度
よ
り
こ
ち
ら
で
勤
務
さ

せ
て
頂
き
ま
す
横
井
勇
太
郎
で
す
。

　

誠
心
誠
意
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ろ
う

た

い
ゆ
う

よ
こ清

水　

紗
奈
（
幼
児
セ
ン
タ
ー
）

　

ま
だ
ま
だ
不
安
な
こ
と
や
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 な

さ

み
ず

し重
松　

麻
衣
（
幼
児
セ
ン
タ
ー
）

　

4
月
か
ら
社
会
人
と
な
り
、
周

り
の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
笑

顔
と
元
気
を
忘
れ
ず
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い

ま

ま
つ

し
げ

増
田　

一
祥　

教
諭

　

今
年
度
4
月
1
日
よ
り
旭
川
か

ら
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。
1
日
で

も
早
く
中
川
で
の
生
活
に
な
じ
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
き

か
ず

だ

ま
す 奥

山　
　

晃　

教
諭

　

初
め
て
中
川
町
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
自
然
豊
か
な
こ
の
町
で
、

子
ど
も
の
確
か
な
学
力
の
た
め
に

誠
心
誠
意
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
き
ら

や
ま

お
く 三

井　

陽
平　

教
諭

　

こ
の
町
に
早
く
溶
け
込
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、

元
気
に
、
生
き
生
き
と
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

へい

よ
う

い

み
つ稲

葉　

祐
実　

養
護
教
諭

　

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
せ
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
。
子
ど

も
の
健
康
な
生
活
の
た
め
に
、
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

み

ゆ

ば

い
な 五

十
嵐
瑞
貴　

教
諭

　

樹
と
と
も
に
生
き
る
中
川
町
に

と
て
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

中
川
町
民
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

き

み
ず

が
ら
し

い



　

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
子
ど
も
の
誕
生
を

祝
い
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
椅
子
を
贈
る

「
君
の
椅
子
」
の
贈
呈
式
が
3
月
23
日
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
い
む
で
行
わ
れ
、
7

名
の
子
ど
も
に
椅
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
6
モ
デ
ル
の
椅
子
は
中
川
町
有
林

で
生
育
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ
で
制
作
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
君
の
椅
子
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
年
ご

と
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
変
わ
り
、
今
年
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
人
や
動
物
の
体
の
よ
う
に
角
の
な

い
な
め
ら
か
な
形
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
君
の
椅
子
が
贈
ら
れ
た
ご
家
族
を

紹
介
し
ま
す
。  

君の椅子 2016

広報なかがわ
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　最近人見知りがはじまり
ました。お姉ちゃん、お兄
ちゃんと仲良く大きくなっ
てね。

たいとくんへ

嶋名さん

君
の
椅
子
贈
呈
式

君
の
椅
子
贈
呈
式

　沢山笑って泣いて一緒に
成長していこうね。晴れた
空（明るい未来）へ羽ばた
いていけますように。

はるとくんへ

今野さん

　最近、本を見るのが大好
きです。やさしく、まっす
ぐな子に育ってね。

むぎちゃんへ

重松さん

　音楽に合わせて首をふる
ようになりました。今は前
に進む練習をがんばってい
るね。暖かくなったらたく
さんお散歩しようね。

いろはちゃんへ

久保さん

　お姉ちゃん、お兄ちゃん
と一緒に仲良く、たくまし
く大きくなってね。

としあきくんへ

三和さん

　兄・姉３人を見ているから
でしょうか？成長が早く感じ
ます。４人兄弟仲良く、上３
人に負けず強くたくましい素
敵な男になってほしいなと思
います。

りょうまくんへ

山本さん

君
の
椅
子
2
0
1
6
は
中
川
町
有
林
で
育
っ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す

3
月
23
日　

＠
ち
ゃ
い
む



広報なかがわ
2017（H29）. 5月号 ８

　

平
成
28
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
寄
附
に
心
か

ら
感
謝
し
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
寄
附
申
込
金
額　

8
2
3
万
5
0
0
0
円
（
4
1
6
件
）

■
寄
附
者
（
寄
附
の
日
付
順
に
、
公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
を
掲
載
）

　
　

大
橋
義
和
、
中
尾
稔
、
川
口
準
一
、
古
川
雄
一
郎
、
佐
藤
賴
若
、
最
上
登
、
石
田
時
子
、
藤
川
妙

　

子
、
新
谷
義
行
、
日
向
亮
介
、
長
谷
部
達
雄
、
山
本
英
二
、
増
井
悟
、
濱
谷
文
雄
、
小
野
寺
敏
一
、

　

石
川
義
昭
、
橋
本
有
美
、
梅
津
和
弘
、
寺
田
勉
、
原
隆
司
、
大
嶋
征
男
（
敬
称
略
）

■
こ
れ
ま
で
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
伝
文
を
紹
介
し
ま
す

　

•
子
育
て
、
高
齢
者
福
祉
、
ま
ち
お
こ
し
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

•
中
川
町
と
、
そ
こ
に
住
む
若
者
の
活
性
化
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

•
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
ふ
る
里
を
遠
く
よ
り
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

•
教
育
に
関
す
る
企
画
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

•
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

•
児
童
の
教
育
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

•
駅
の
観
光
案
内
所
、
秋
味
祭
り
、
丸
太
押
し
相
撲
は
じ
め
、
中
川
の
魅
力
づ
く
り
に
活
用
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

•
学
校
図
書
等
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
寄
附
の
活
用
状
況

　

図
書
室
の
閲
覧
、
貸
出
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
に
99
万
8
9
8
5
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

【
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室　

☎
7
・
2
8
1
9

中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

叙
勲
の
伝
達
式
が

　
　
　

挙
行
さ
れ
ま
し
た

叙
勲
の
伝
達
式
が

　
　
　

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

松
田
さ
ん
は
、
昭
和
25
年

に
中
川
町
に
奉
職
さ
れ
、
中

川
町
教
育
長
を
歴
任
さ
れ
た

後
、
平
成
3
年
に
中
川
町
長

に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
以
来

2
期
8
年
間
、
中
川
町
長
と

し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
町
長
在
職
中
は
、

「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
ま
ち
」

と
し
て
、
町
か
ら
産
出
す
る

化
石
を
利
用
し
た
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
や
ポ
ン
ピ
ラ
ア

ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
を
建
設
す

る
な
ど
、
中
川
町
の
新
た
な

観
光
資
源
の
発
掘
や
産
業
の

創
出
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
の
功
労
、
功
績
に
よ
り
、
松
田
政
敏
さ
ん
（
2
区
）
に
、
旭
日

単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
北
海
道
知
事
に
代
わ
り
江
本
上
川
総
合
振
興
局
副
局

長
か
ら
伝
達
が
行
わ
れ
、
川
口
町
長
か
ら
は
、
叙
勲
の
褒
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章（
高
齢
者
叙
勲
）

松
田
政
敏　
様（
2
区
）



【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

春
の
地
域
安
全
運
動

春
の
地
域
安
全
運
動

春
の
地
域
安
全
運
動

春
の
地
域
安
全
運
動

●
5
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、
「
春
の
地
域
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
子
供
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
「
い
か
の
お
す
し
」
の
防
犯
標
語
を
使
っ
た
繰

　

り
返
し
の
防
犯
指
導
や
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

防
犯
標
語
「
い
か
の
お
す
し
」

 

「
い
か
」
〜
つ
い
て
「
い
か
」
な
い

 

「
の
」
〜
く
る
ま
に
「
の
」
ら
な
い

 

「
お
」
〜
「
お
」
お
き
な
こ
え
を
だ
す

 

「
す
」
〜
「
す
」
ぐ
に
に
げ
る

 

「
し
」
〜
だ
れ
か
に
「
し
」
ら
せ
る　
　

●
子
供
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
や
「
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
」
を

　

持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

●
女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
夜
間
は
人
通
り
の
少
な
い
道
を
避
け
る
と
と

　

も
に
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い
た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
歩
か
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意
！

　

息
子
や
甥
を
騙
り
「
会
社
の
お
金
を
入
れ
た
か
ば
ん
が
盗
ま
れ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
、

　

お
金
を
要
求
し
て
き
た
ら
詐
欺
で
す
。

●
還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　

「
医
療
費
の
還
付
金
を
近
く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
受
け
取
れ
ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐

　

欺
で
す
。

●
架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
！

　

「
サ
イ
ト
料
金
が
未
払
い
で
す
。
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
、
カ
ー
ド
番
号
を
教
え
て
」

　

と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
お
金
の
要
求
や
儲
け
話
に
は
注
意
を
し
、
怪

　

し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
相
談
電
話
＃
9
1
1
0
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
侵
入
窃
盗
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
出
か
け
る
と
き
に
は
確
実
な
施
錠
と
、
セ
ン

　

サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
防
犯
器
具
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

９

　

「
テ
レ
ビ
電
話
が
映
ら
な
い
」

「
お
互
い
に
電
話
の
声
が
聞
こ
え

な
い
」
な
ど
、
お
し
ら
せ
君
の
不

具
合
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
が
数
件

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
し
ら
せ
君
を
再
起
動
す
る
と

不
具
合
が
直
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

問い合わせ先　NTTデータセンター　☎0120－860－023

再起動をするには、
本体裏にある丸いボ
タンを押し続けます
（右写真の矢印部）。
画面の表示や画面の
上部にある通電ラン
プが消えるまでボタ
ンを押し続けます。
その後、ボタンをも
う一度短く押します。

ボタンを押し続ける時間が
短いと、画面に右写真の表
示が出ることがあります。
こうなったら、「再起動」
をタッチします。

おしらせ君の
お知らせ

機
械
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら

再起動しても
解決しないときは
NTTデータセンター
（0120－860－023）へ
お問い合わせください

広報なかがわ
2017（H29）. 5月号

駐 在 所



町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記○57

プロシェット。
専用台に乗せられている。

　

シ
ン
タ
マ
は
モ
モ
の
中
央
、
外
側

の
モ
モ
肉
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
他

の
モ
モ
の
部
位
に
負
け
な
い
く
ら
い

大
き
な
塊
が
取
れ
ま
す
が
、
や
や
ス

ジ
が
多
く
て
柔
ら
か
く
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。
実
際
に
は
ス
テ
ー
キ
に

も
で
き
ま
す
し
、
焼
肉
に
し
た
場
合

若
干
コ
リ
コ
リ
し
た
食
感
に
な
り
ま

す
。
使
い
手
の
腕
が
試
さ
れ
る
部
位

と
も
言
え
、
味
付
け
焼
肉
な
ど
も
定

番
で
す
が
、
私
は
シ
チ
ュ
ー
が
美
味

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
に
よ
っ
て
は
一
番
好
き
な
部
位

だ
と
い
う
人
も
い
て
、
た
だ
柔
ら
か

い
だ
け
で
な
い
部
分
に
魅
力
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

　

モ
モ
肉
は
丸
ご
と
焼
く
豪
快
な
料

理
や
、
プ
ロ
シ
ェ
ッ
ト
（
豚
モ
モ
を

使
う
生
ハ
ム
）
風
に
調
理
す
る
方
も

い
ま
す
。
私
も
作
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
続
く
）

　
　
　
　

5
月
に
入
る
と
ア
ラ
イ
グ

　
　
　

マ
も
出
産
の
季
節
に
な
り
ま

　
　
　

す
。
そ
の
前
に
な
る
べ
く
捕

　
　
　

ま
え
る
た
め
、
春
季
捕
獲
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
活
発
に

動
き
回
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
し
、

見
つ
け
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
月
は
モ
モ
を
取
り
上
げ

ま
す
。
大
き
く
内
モ
モ
、
外
モ
モ
、

シ
ン
タ
マ
、
シ
キ
ン
ボ
ウ
、
ス
ネ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　

内
モ
モ
、
外
モ
モ
、
シ
キ
ン
ボ
ウ

は
そ
れ
ぞ
れ
モ
モ
の
外
側
に
つ
い
て

い
る
肉
で
、
内
モ
モ
は
多
少
柔
ら
か

い
で
す
が
、
す
べ
て
同
じ
使
い
方
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ジ
の
少
な

い
柔
ら
か
い
部
位
で
塊
が
取
り
や
す

い
の
で
ス
テ
ー
キ
、カ
ツ
、ロ
ー
ス
ト

な
ど
肉
の
味
を
味
わ
う
料
理
に
適
し

て
い
ま
す
。
脂
分
は
少
な
め
な
上
柔

ら
か
い
の
で
煮
物
に
は
あ
ま
り
向
い

て
い
ま
せ
ん
。
細
切
れ
に
し
て
使
う

に
は
少
し
も
っ
た
い
な
い
部
位
で
す
。

『シカ肉はどこが美味い？③』
服 部 一 雄
はっ とり かず お
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今
回
の
広
報
に
使
用
し
た
写
真
が
そ

の
皿
で
す
。
ま
た
そ
の
皿
の
上
に
は
、

徐
々
に
人
気
が
出
始
め
て
い
る
ハ
ス

カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
バ
ナ
ナ
ト
ー
ス
ト
で

す
。
旭
川
の
写
真
館
太
田
写
真
場
で

パ
ン
を
焼
い
て
い
るjojoni

の
自
家

製
酵
母
の
パ
ン
に
匠
舎
さ
ん
の
ハ
ス

カ
ッ
プ
ジ
ャ
ム
と
豊
富
町
の
無
塩
バ

タ
ー
と
バ
ナ
ナ
を
こ
ん
が
り
焼
い
て

い
ま
す
。

　

甘
さ
と
酸
味
が
マ
ッ
チ
し
て
い
て

と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
夏
に
な
っ

た
ら
、
沖
縄
県
西
表
島
の
島
バ
ナ
ナ

を
使
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。
そ
し
て
4
月
のotocafe

菓
子
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
中
川
の
シ
ナ

の
は
ち
み
つ
を
使
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ

が
登
場
し
ま
す
。Jojoni

さ
ん
が
、

商
品
化
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の

り
香
る
は
ち
み
つ
と
し
っ
と
り
し
た

生
地
感
が
と
て
も
い
い
感
じ
で
す
。

価
格
は
税
込
3
0
0
円
で
す
。
是
非

お
試
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
で
考
え
、
新
し
く
価
値
を
生

み
出
し
た
も
の
を
通
し
て
、
日
々
の

暮
ら
し
が
豊

か
に
な
っ
て

い
く
と
と
て

も
楽
し
い
で

す
ね
。

　
　
　
　
　

食
と
観
光
・
情
報
発

　
　
　
　

信
担
当
そ
し
て
毎
月
の

　
　
　
　

月
末
に
天
塩
中
川
駅
で

　
　
　
　
「otocafe

」
を
開
催
し

　
　
　
　

て
い
ま
す
。
4
月
は
24
日

　
　
　
　

〜
30
日
ま
で
で
す
。

　

3
月
のotocafe

は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？
3
月
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
卒
業
の
木
工
作
家
斎
藤
綾

子
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企

画
で
し
た
。
斎
藤
さ
ん
が
制
作
し
た

皿
をotocafe

で
は
使
用
し
て
い
ま

す
。
ト
ー
ス
ト
や
デ
ザ
ー
ト
を
彩
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
中
川
の
様
々
な

木
の
樹
種
を
使
っ
た
ス
タ
ッ
ク
で
き

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ー
ダ
ー
品
で
す
。

otocafe

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
代
物
な
ん
で
す（
笑
）。
約
17
セ

ン
チ
あ
る
お
皿
は
本
当
に
使
い
や
す

い
で
す
。
そ
し
て
レ
コ
ー
ド
を
日
頃

か
ら
聴
い
て
い
る
音
楽
好
き
な
私
の

趣
味
も
あ
り
、
サ
イ
ズ
は
7
イ
ン
チ

サ
イ
ズ
の
レ
コ
ー
ド
と
一
緒
で
す
。

『norari～自然豊かに丁寧な暮らしを vol.18』
尾 藤 剛 弘
お とう たけ ひろ



　

4
月
9
日
に
行
わ
れ
た
第
4
回
春

山
森
林
浴
に
は
町
内
・
町
外
か
ら
大

人
17
名
、
子
供
7
名
、
総
勢
24
名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
外

か
ら
の
参
加
者
の
方
も
年
々
増
加
し

て
お
り
天
塩
町
・
枝
幸
町
・
滝
上
町

・
旭
川
市
か
ら
な
か
が
わ
の
森
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

場
所
は
温
泉
裏
か
ら
入
る
北
大
中

川
研
究
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。
木
の
分

布
か
ら
山
の
歴
史
を
読
み
解
い
て
い

っ
た
り
、
モ
モ
ン
ガ
の
巣
を
見
つ
け

た
り
、
自
分
の
視
点
で
は
見
え
な
か

っ
た
森
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た

の
は
北
海
道
大
学
北
方
圏
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
セ
ン
タ
ー
名
寄
教
育
研
究
棟

の
技
術
班
長
を
務
め
る
奥
田
篤
志
さ

ん
で
す
。

　

奥
田
さ
ん
は
仕
事
で
猛
禽
類
の
研

究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
普
段

か
ら
山
を
歩
き
自
然
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
方
で
す
。
自
然
の
厳
し
さ
や
美

し
さ
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　

春
芽
の
特
徴
を
聞
き
な
が
ら
感
心

す
る
参
加
者
の
大
人
の
方
々
を
脇
目

に
、
雪
面
に
点
在
し
て
落
ち
た
ツ
ル

ア
ジ
サ
イ
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
両

手
い
っ
ぱ
い
に
拾
っ
て
喜
ぶ
子
供
た

ち
。
そ
の
光
景
を
み
て
山
の
楽
し
み

は
無
限
大
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
は
お
昼
に
も
あ
り
ま
す
。

春
の
中
川
町
を
感
じ
て
も
ら
え
る
朝

採
り
ア
ス
パ
ラ
（
生
産
者
・
ウ
エ
ム

ラ
グ
リ
ー
ン
農
産
㈲
）
・
特
産
ウ
ィ

ン
ナ
ー
（
生
産
者
・
㈲
匠
舎
）
を
炙

っ
て
食
べ
て
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
春
を

感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
食

後
に
は
カ
バ
の
樹
液
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
ご
提
供
）
と
放
牧
酪
農

牛
乳
（
丸
藤
牧
場
ご
提
供
）
で
作
っ

た
ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
オ
レ
で
ほ
っ
と
一

息
。
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
さ
ん
が
採
取
し
た

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
樹
液
は
煮
詰
め
て

シ
ロ
ッ
プ
に
し
て
甘
さ
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

山
で
は
子

供
も
大
人
も

童
心
に
な
っ

て
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

即
席
ブ
ラ
ン

コ
で
遊
ぶ
一

枚
で
す
。

伐
倒
す
る
。
次
第
に
汗
が
吹
き
出
し

腕
が
パ
ン
プ
し
て
く
る
。

　

続
い
て
ベ
テ
ラ
ン
の
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
マ
ン
継
田
さ
ん
と
バ
デ
ィ
を
組
み
、

伐
り
倒
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
や
雑
木
の

枝
払
い
に
打
ち
込
む
。
師
匠
を
見
本

に
や
っ
て
み
る
も
の
の
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
。
継
田
さ
ん
の
動
き
は
無

駄
が
な
く
早
い
！
本
当
に
67
歳
な
ん

だ
ろ
う
か
…
。
私
よ
り
2
ク
ラ
ス
重

た
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
華
麗
に
使
い
、

伐
倒
で
は
こ
こ
し
か
無
い

間
に
見

事
に
倒
し
て
み
せ
て
く
れ
る
。
ま
さ

に
匠
と
い
う
人
だ
。

　

一
番
大
変
な
こ
と
は
ス
コ
ッ
プ
で

根
元
を
出
す
作
業
。
人
が
入
り
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
動
か
し
、
な
お
か
つ
逃

げ
ら
れ
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

る
と
深
さ
1
m
以
上
を
4
㎡
以
上
掘

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
氷
の
層
も

あ
る
し
3
月
の
雪
は
重
い
。
事
業
体

で
使
う
機
械
も
違
え
ば
、
ユ
ン
ボ
の

力
で
終
わ
る
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
う
。

し
か
し
人
力
の
苦
労
を
経
験
で
き
た

こ
と
は
大
き
い
。

　

無
我
夢
中
に
伐
り
進
み
、
ふ
と
後

ろ
を
振
り
向
く
と
開
け
た
道
、
そ
れ

と
川
向
こ
う
の
山
が
見
え
た
。
ペ
ン

ケ
か
パ
ン
ケ
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
す

ご
く
キ
レ
イ
だ
。

　

3
月
は
森
林
組
合
さ
ん
と
豊
里
・

誉
の
山
に
入
っ
た
。
目
的
は
道
付
け

の
た
め
の
択
伐
だ
。
一
日
中
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
と
燃
料
、
根
掘
り
用
の
鉄
ス

コ
ッ
プ
を
持
ち
、
登
っ
て
は
掘
る
、

伐
る
を
繰
り
返
す
。
慣
れ
な
い
作
業

に
毎
日
筋
肉
痛
と
闘
う
こ
と
に
な
る
。

こ
り
ゃ
緩
く
な
い
…
。

　

材
に
す
る
た
め
木
は
冬
に
伐
ら
れ

る
。
春
に
な
る
と
水
を
吸
い
上
げ
て

し
ま
い
、
木
目
が
ぼ
や
け
た
り
腐
り

や
す
く
な
る
。
ど
ん
な
に
立
派
な
木

で
も
パ
ル
プ
材
に
し
か
な
ら
な
い
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
伐
倒
は
冬
が
本
番

な
の
だ
。

　

最
初
の
相
手
は
直
径
15
セ
ン
チ
ほ

ど
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
た
ち
。
ま
ず
立

木
の
状
態
で
枝
払
い
し
て
し
ま
う
。

惰
性
で
頭
上
ま
で
振
り
上
げ
た
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
木
に
預
け
、
重
さ
を
利

用
し
て
伐
り
落
と
し
て
い
く
。
幹
を

回
り
な
が
ら
何
度
も
振
り
落
と
す
。

ユ
ン
ボ
が
集
め
や
す
い
方
向
を
考
え

佐 藤 杏 那
さ とう あん な

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

田 代 絵 美
た しろ え み

『春山森林浴』

『山の道付け』
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Q 中川町の印象は？
A 元々、母の実家があるため、幼いころから中川町には何度も訪れていました。中川は自然豊かで水
　 が美味しい！空気も美味しい！夜空いっぱいに星が見える！そこら中に動物が出るサファリパーク
 　みたいだ！と幼いころから訪れるのをワクワクしていました。
Q ３年後の目標は？
A ナカガワのナカガワで中川町に興味を持ち、移住または滞在する人を生むことです。去年の10月に
 　東京都世田谷区に中川町のサテライトスペースをオープンしましたが、まだまだそのことを知らな
 　い方が大勢いらっしゃいます。まずはお店の存在を知ってもらうこと、お店の中に入ってもらうこ
 　とが今の課題です。北海道中川町の感覚と東京都世田谷区の感覚を上手く合わせてたくさんの方に
 　中川町へ興味を持ってもらえるようにコツコツと頑張ります!
Q 最後にひとこと！
A まだ地元の人でもそんなお店がオープンしていたなんて知らなかった！という方がたくさんいると
 　聞きました。下高井戸商店街のナカガワのナカガワで情報発信していますので東京へ来た際は是非
 　遊びにきてくださーい！

名　前

年　齢

出身地

特　技

趣　味

村上　和（むらかみ　のどか）
24歳

千葉県千葉市

絵や似顔絵を描くこと、書道
音楽鑑賞、ライブに行くこと、ドライブ

Q 中川町の印象は？
A 雄大な天塩川と自然が美しい小さくてオシャレな町。
Q ３年後の目標は？
A 自然とアウトドアをテーマとして、中川町の面白くて素晴らしいモノ、コト、熱意のあるヒトをつ
　 なげ、中川町を知り、訪れる人が、道北の自然や文化、人とのふれあいを通して喜びを感じる機会
　 を、持続的に創り出していける人として独立すること。
Q 最後にひとこと！
A 私はこれまでいわゆる都市と呼ばれる場所で育ち生活してきました。中川町での生活は大変なこと
　 も多いと思います。それでも、多くの人が都市で生活している時代にあって、地方を生活の場に選
　 べた私は、きっとこれからの社会を変えていく大きなチャンスを手にしていて、それはとても幸せ
　 なことだと思っています。この気持ちを忘れずに、「ここで何ができるのか」真剣に考え悩みなが
　 ら走り切りたいと思います。

名　前

年　齢

出身地

特　技

趣　味

小林　千穂（こばやし　ちほ）
34歳

東京都

英語、オセロ、どこでも寝られること
クライミング（岩登り）、サイクリング、　　旅、温泉、美味しいものを食べること

中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！

広報なかがわ
2017（H29）. 5月号
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第3回「お嫁さんは相続人になるの？」
Q　先日、私の夫が亡くなりました。私たち夫婦の間には、３人の息子が
　　おり、いずれも結婚して独立しています。私たち夫婦は、長男夫婦と
　　同居しておりましたが、長男は、夫が亡くなる３か月前に亡くなって
　　おり、長男に子ども（亡夫の孫）はいませんでした。
　　この場合、同居している亡くなった長男のお嫁さん（長男の配偶者）
　　は、相続人になるのでしょうか？

A　長男のお嫁さんは、相続人にはなりません。今回のケースで相続人となるのは、亡くなった夫
　　の配偶者（妻）であるあなた（相談者）と、夫の子である二男と三男が相続人になります。
　　民法では、亡くなった者に配偶者（妻又は夫）がいる場合の相続人について、①子がいれば
　　「配偶者と亡くなった者の子」、②子がいなくて親が御存命であれば「配偶者と亡くなった者
　　の親」（なお、親が亡くなっても祖父母が御存命の場合には祖父母が相続人になります。）、③子
　　も親もいなければ「配偶者と亡くなった者の兄弟姉妹」というように相続人の順位を定めてお
　　り、今回のケースのように、夫より先に亡くなった長男のお嫁さん（子の配偶者）に対しては、
　　その相続権を認めていません。
　　ただし、亡くなった夫と長男のお嫁さんとの間に、養子縁組といった法律上の親子関係が形成
　　されていたような場合には、法律上、長男のお嫁さんも、夫の子に認められますので、相続人
　　に含まれることになります。

　次回は、第４回「遺言書が争続問題を防止する？」をテーマに御案内いたします。

相続登記はお済みですか？
「未来につなぐ相続登記」の御相談は、旭川地方法務局までお問い合わせください。

旭川地方法務局  名寄支局
☎01654－2－2349

第3回「お嫁さんは相続

相続登記Q&A相続登記Q&A

■
解
氷
ク
イ
ズ
結
果

　

中
川
町
の
春
を
知
ら
せ
る
イ
ベ

ン
ト
「
天
塩
川
春
・
発
信
in
な
か

が
わ
」
。
今
年
の
解
氷
ク
イ
ズ
は
、

「
標
識
木
を
立
て
ら
れ
る
の
か

な
？
」
と
思
う
方
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

今
冬
の
天
塩
川
の
結
氷
状
況
は
、

平
年
に
比
べ
気
温
が
高
く
、
氷
が

軟
ら
か
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
に

ア
イ
ス
ジ
ャ
ム
（
氷
が
詰
ま
っ
て

水
位
が
上
昇
す
る
現
象
）
状
で
し

た
。

　

今
年
の
正
解
者
は
19
分
差
の
ニ

ア
ピ
ン
賞
で
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
川
町
で
は
、
全
面
結
氷
す
る
大
河
「
天
塩
川
」
の
解
氷
日

時
を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

天
塩
川
に
、
春
の
扉
と
名
付
け
た
標
識
木
を
立
て
、
川
面
が

解
氷
し
そ
れ
が
流
れ
出
し
た
時
、
中
川
町
は
春
を
迎
え
ま
す
。

解
氷
ク
イ
ズ
の
お
問
合
せ
先

　

中
川
町　

観
光
協
会

　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
7

　

中
川
町　

産
業
振
興
課

　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
6

解氷時刻
　平成29年3月25日
　午後4時56分

応募総数
　総　数　4,801通

天
塩
川 

春
・
発
信

　　    
ｉｎ 

な
か
が
わ
２
０
１
７

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

天
塩
川 

春
・
発
信

　　    
ｉｎ 

な
か
が
わ
２
０
１
７

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



　

国
保
加
入
者
の
病
気
な
ど
の

予
防
や
早
期
に
発
見
・
治
療
を

目
的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

■
助
成
の
額

　

約
1
万
4
0
0
0
円

（
国
保
の
特
定
健
診
と
町
の
が

ん
検
診
の
費
用
を
基
準
に
助
成

し
ま
す
）

■
対
象
者

　

国
保
加
入
者
で
、
受
診
日
現

在
満
30
歳
か
ら
74
歳
の
方

（
た
だ
し
、
国
保
税
の
滞
納
が

あ
る
世
帯
の
方
は
除
き
ま
す
）

■
助
成
の
回
数

　

年
度
内
に
国
保
加
入
者
1
人

に
つ
き
1
回
ま
で

■
手
続
き
な
ど

①
事
前
に
役
場
窓
口
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
で
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

②
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
助
成

　

の
申
請
を
し
ま
す
。

③
助
成
金
は
、
申
請
の
翌
月
に

　

世
帯
主
の
口
座
に
振
り
込
ま

　

れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

•
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

•
世
帯
主
の
預
金
口
座
番
号
が

　

わ
か
る
も
の

•
印
か
ん

•
健
診
結
果
表
（
必
ず
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
）

■
そ
の
他

＊
国
保
の
特
定
健
康
診
査
や
職

　

場
健
診
な
ど
を
受
け
た
方
は

　

助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

＊
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
病
院

　

な
ど
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
！

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す
！

◆
第
3
号
被
保
険
者
と
は
？

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
妻
（
ま
た
は
夫
）
で
、
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
第
3

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
不
要
で
す

　

保
険
料
は
、
配
偶
者
が
加
入
す
る
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
が
制
度
全
体
と
し
て
負

担
す
る
仕
組
み
で
す
か
ら
、
ご
本
人
が
保

険
料
を
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
届
け
出
先
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で
す

　

第
3
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
夫
（
妻
）
に
扶

養
さ
れ
て
い
て
も
、
配
偶
者
の
勤
務
先
に

届
け
出
が
さ
れ
な
け
れ
ば
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
怠
る
と
、
将
来
、

年
金
が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
支
給
額

が
減
額
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

①
あ
な
た
が
退
職
し
、
配
偶
者
の
扶
養
に

　

入
っ
た
と
き

　

届
け
出
先
…
配
偶
者
の
勤
務
先

　

第
2
号
被
保
険
者
か
ら
第
3
号
被
保
険

　

者
に
変
わ
り
ま
す
。

②
配
偶
者
の
勤
め
先
が
変
わ
っ
た
と
き

　

届
け
出
先
…
配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先　

③
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
と
結
婚
し
て
配

　

偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き

　

届
け
出
先
…
配
偶
者
の
勤
務
先　

　

第
1
号
ま
た
は
第
2
号
被
保
険
者
か
ら

　

第
3
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

④
あ
な
た
が
厚
生
年
金
の
あ
る
会
社
や
役

　

所
に
勤
め
た
と
き

　

届
け
出
先
…
勤
務
先　

　

第
1
号
ま
た
は
第
3
号
被
保
険
者
か
ら

　

第
2
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

⑤
配
偶
者
が
退
職
し
厚
生
年
金
・
共
済
組

　

合
を
脱
退
し
た
と
き

　

届
け
出
先
…
住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　

第
3
号
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
に
変
わ

　

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
と
届
け
出

問い合わせ先　住民課住民サ－ビス室　☎7－2814
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のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
に
ん
べ
ん
」
ま
た
は
自
由
詠

名
も
知
ら
ぬ
遠
き
海
よ
り
流
氷
が
寒
さ
束
ね
て
今
年
も
来
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
万
部
太
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
弦
の
月
の
傾
く
星
空
に
健
や
か
に
終
わ
る
今
日
を
よ
ろ
こ
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

し
ろ
う
さ
ぎ
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
は
ね
て
い
く
ゆ
き
に
ま
ぎ
れ
て
と
お
く
へ
き
え
た　

菅　

葵

お
帰
り
の
バ
ス
か
ら
何
度
も
手
を
ふ
り
て
心
ぬ
く
も
る
デ
イ
ケ
ア
の
一
と
日　
　
　
　
　

春
待
ち
人　
　

半
世
紀
こ
の
地
に
住
み
て
今
も
な
ほ
浜
の
言
葉
を
捨
て
き
れ
ず
を
り　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

「
仕
方
な
い
」と「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」が
増
え
て
来
る
肩
を
温
め
る
春
の
光
に　
　
　
　
　

山
内　

智
子

川
面
を
覆
う
氷
に
差
し
た
標
識
木
い
つ
流
れ
る
か
春
は
未
だ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
利
徹

巻
舌
の
出
来
ぬ
口
あ
け
舌
を
巻
く
巻
舌
多
き
伊
太
利
亜
語
講
座　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
リ
ル
レ
ロ
ロ
ロ

ひ
と
粒
の
雫
ル
ル
ル
と
ふ
く
ら
み
て
一
瞬
に
伸
び
る
ツ
ラ
ラ
の
尖
端　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ラ
ラ
ラ
ル
ル
ル　

信
じ
ら
れ
る
も
の
ご
と
日
々
に
減
っ
て
ゆ
く
こ
の
空
し
さ
を
何
と
呼
ぼ
う
か　
　
　
　
　

あ
ら
あ
ら
あ
ら
ら

〔
俳　

句
〕

融
雪
剤
薄
墨
色
に
春
ョ
来
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

暖
冬
で
一
足
早
い
樹
液
採
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

窓
板
を
外
せ
ば
と
も
あ
れ
冬
終
わ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

陽
を
孕
み
白
く
膨
ら
む
柳
の
芽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

厚
着
し
て
他
処
事
に
聞
く
花
便
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

招
か
ざ
る
客
と
は
こ
れ
ぞ
地
虫
出
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
五百田　達成  著

洋泉社

宝島社

阿部　絢子  著

塩川　宏郷  著

三栄書房

寺林　陽介  著

平野　勉  著

肥塚　泉  著

主婦の友社

宝島社

森　昌子  著

岩木　一麻  著

村上　春樹  著

幸田　真音  著

乾　くるみ  著

佐藤　愛子  著

不機嫌な長男・長女無責任な末っ子たち

思わず人に話したくなる北海道学

日本の給料＆職業図鑑Plus

65歳で月収4万円。年金をもらいながら
ちょこっと稼ぐコツ

親子で乗り越える思春期の発達障害

今こそ知りたいアイヌ

疲れをとりたきゃ腎臓をもみなさい

血糖値を下げる！糖尿病に効く
「かんたん体操」

めまいは寝転がり体操で治る

SeriaではじめるかんたんDIY

おいしい「パンの食べ方」

母親力

がん消滅の罠

騎士団長殺し　上・下

大暴落ガラ

物件探偵

それでもこの世は悪くなかった
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　  

加
齢
性
難
聴

●
加
齢
性
難
聴
と
は

　

加
齢
性
難
聴
は
、
特
別
な
原
因

が
な
く
、
老
化
に
伴
っ
て
起
こ
る

難
聴
で
す
。
一
般
的
に
両
耳
が
同

じ
よ
う
に
聞
こ
え
に
く
く
な
り
ま

す
。

　

加
齢
性
難
聴
は
50
歳
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
65
歳
を
超
え
る
と
急
速

に
増
え
ま
す
。

　

60
歳
代
前
半
で
は
5
〜
10
人
に

一
人
、
60
歳
代
後
半
で
は
約
3
人

に
一
人
、
75
歳
以
上
に
な
る
と
7

割
以
上
の
人
に
、
起
こ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

加
齢
性
難
聴
は
、
内
耳
に
あ
る
、

蝸
牛
（
か
ぎ
ゅ
う
）
と
呼
ば
れ
る

渦
巻
き
状
の
管
の
内
側
に
あ
る
、

「
有
毛
細
胞
」
が
壊
れ
る
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。

　

こ
の
有
毛
細
胞
は
音
の
振
動
を

電
気
信
号
に
変
え
て
、
脳
へ
送
る

こ
と
で
音
と
し
て
聞
き
取
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
に
大
事
な
有
毛
細
胞
は
、

加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
壊
れ
て
い

き
ま
す
が
、
一
度
壊
れ
る
と
再
生

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
い
音
を
感
じ
る
有
毛

細
胞
か
ら
壊
れ
て
い
く
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
そ
の
た
め
高
齢
者
は
、

高
い
音
か
ら
聞
こ
え
に
く
く
な
り

ま
す
。

●
悪
化
さ
せ
る
原
因

　

加
齢
性
難
聴
は
、
老
化
に
伴
っ

て
起
こ
る
た
め
、
有
効
な
治
療
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
悪
化
さ

せ
る
原
因
を
減
ら
す
こ
と
も
大
事

に
な
り
ま
す
。

　

加
齢
性
難
聴
を
悪
化
さ
せ
る
原

因
に
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
生

活
習
慣
病
と
、
喫
煙
、
過
度
の
飲

酒
、
騒
音
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
が
長
く
続
く
と
、

内
耳
や
脳
の
血
流
障
害
に
よ
っ
て
、

聞
こ
え
の
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
と
ア

ル
コ
ー
ル
の
取
り
す
ぎ
は
、
動
脈

硬
化
や
高
血
圧
の
悪
化
に
深
く
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
に
騒
音
に
さ
ら
さ
れ

る
環
境
に
い
る
と
、
活
性
酸
素
な

ど
体
の
細
胞
を
障
害
す
る
酸
化
ス

ト
レ
ス
が
増
加
し
、
有
毛
細
胞
を

壊
し
て
し
ま
う
た
め
、
難
聴
を
起

こ
し
や
す
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

●
検
査
と
治
療
に
つ
い
て

　

聞
こ
え
に
く
い
と
感
じ
た
場
合
、

耳
鼻
科
を
受
診
し
、
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
病
気
で
難

聴
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
病
気
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

聴
力
検
査
で
は
、
ど
の
程
度
高

い
音
が
聞
こ
え
る
か
調
べ
ま
す
。

高
い
音
が
聞
こ
え
な
い
と
、
加
齢

性
難
聴
が
始
ま
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

加
齢
性
難
聴
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、補
聴
器
を
装
着
し
て
聞
こ
え
を

補
い
ま
す
。聴
力
に
合
っ
た
適
切
な

補
聴
器
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
は
、
補
聴
器
相
談
医
、
認
定

補
聴
器
技
能
者
な
ど
、
補
聴
器
に

関
し
て
の
専
門
職
に
相
談
も
で
き

ま
す
。

※
補
聴
器
相
談
医
に
つ
い
て
は
、

日
本
耳
鼻
咽
頭
科
学
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
補
聴
器
技
能
者
に
つ

い
て
は
日
本
補
聴
器
技
能
者
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

●
補
聴
器
の
重
要
性

　

難
聴
が
あ
る
高
齢
者
の
場
合
、

話
の
内
容
が
十
分
に
聞
き
取
れ
な

い
た
め
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
難
聴
が
あ
る
人
が
補
聴

器
を
使
用
し
な
い
で
い
る
と
、
認

知
症
を
発
症
し
や
す
い
と
い
う
フ

ラ
ン
ス
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

補
聴
器
を
使
い
始
め
て
も
、
す

ぐ
に
聞
こ
え
が
改
善
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
購
入
後
は
、
使

う
人
の
聞
こ
え
方
に
合
わ
せ
て
、

音
に
慣
れ
て
い
く
た
め
の
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
補
聴
器
に
順
応

で
き
る
ま
で
に
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
何
回
か
行
い
、
じ
っ
く
り
慣

ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
つ
つ
、

2
〜
3
か
月
は
、
あ
き
ら
め
ず
に

使
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

●
注
意
！
突
発
性
難
聴

　

急
に
片
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
ら
、
突
発
性
難
聴
の
可
能
性
が

大
き
い
で
す
。

　

突
発
性
難
聴
は
、
聞
こ
え
に
重

要
な
有
毛
細
胞
に
、
血
流
障
害
や

炎
症
が
起
こ
る
こ
と
が
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
っ
て
お
く
と
、
有
毛
細
胞
が

壊
れ
て
し
ま
い
、
聴
力
障
害
が
強

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

突
然
の
難
聴
の
場
合
、
で
き
る

だ
け
早
く
耳
鼻
科
を
受
診
し
、
治

療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　管理栄養士　☎7－2813

　

健
康
診
断
で
は
正
常
値
で
あ
る

の
に
、
食
後
の
短
時
間
だ
け
血
糖

値
が
急
上
昇
し
、
そ
の
後
、
急
降

下
し
て
再
び
正
常
値
に
戻
る
こ
と

を
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
と
言
い
、
現

在
の
日
本
人
の
生
活
や
食
習
慣
に

よ
っ
て
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
、
「
糖

尿
病
」
に
比
べ
て
安
心
か
と
い
う

と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　

　

こ
の
よ
う
な
血
糖
値
の
急
上
昇

が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
糖
尿
病
に

な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
他
、
血
管

内
皮
細
胞
が
傷
つ
き
、
そ
れ
を
修

復
し
よ
う
と
、
免
疫
細
胞
が
血
管

壁
の
内
側
に
入
り
込
ん
で
壁
を
厚

く
し
て
血
管
の
内
側
を
狭
く
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
徐
々
に
動
脈
硬
化
が

進
行
し
、
や
が
て
脳
卒
中
や
心
筋

塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

も
高
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
親
族
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る

②
食
べ
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

③
欠
食
習
慣（
特
に
朝
食
）が
あ
る

④
甘
い
お
菓
子
の
間
食
が
多
い

⑤
肥
満

⑥
極
端
に
痩
せ
筋
肉
量
が
少
な
い

⑦
脂
肪
肝
な
ど
の
肝
臓
疾
患
が
あ

　

る　

な
ど
。

❶
炭
水
化
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

❷
血
糖
値
が
急
激
に
上
が
る

　

（
食
後
高
血
糖
）

❸
血
糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
イ
ン

　

ス
リ
ン
が
た
く
さ
ん
出
る

　

（
す
い
臓
の
負
担
に
な
り
ま
す
）

❹
血
糖
値
が
急
激
に
下
が
る

❺
空
腹
感
が
高
ま
り
間
食
や
食
事

　

を
食
べ
過
ぎ
る

④
血
糖
値
を
上
げ
や
す
い
甘
い
お

　

菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
控
え
る
。

⑤
血
糖
値
を
ゆ
っ
く
り
上
げ
る
食

　

品
を
選
択
す
る
。
（
下
記
参
照
）

　

左
図
③
の
よ
う
に
、
同
じ
分
類

の
食
品
の
中
で
も
、
含
ま
れ
る
糖

質
や
食
物
繊
維
の
量
に
よ
っ
て
血

糖
値
の
上
昇
の
し
や
す
さ
は
異
な

り
ま
す
。
血
糖
値
が
気
に
な
っ
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
血
糖
値
ス

パ
イ
ク
が
起
こ
り
や
す
い
食
習
慣

に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
普
段
の
食

事
の
中
で
の
料
理
や
食
品
の
選
択

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

血
糖
値
ス
パ
イ
ク
と
は
？

ど
ん
な
人
が
起
こ
り
や
す
い
？

血
糖
値
を
上
げ
や
す
い
食
品

　
　
　

と
上
げ
に
く
い
食
品

血
糖
値
ス
パ
イ
ク
を
防
ぐ
食
生
活
に
つ
い
て

血
糖
値
ス
パ
イ
ク
が

　
　
　
　
　
　

起
こ
る
流
れ

　

上
記
の
よ
う
な
、
血
糖
値
の
急

上
昇
を
起
こ
し
に
く
く
す
る
た
め

に
は
、
次
の
よ
う
な
食
習
慣
が
大

切
で
す
。

①
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、
よ
く

　

噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。

②
3
食
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
図
②
参
照
）

③
お
か
ず
（
野
菜
料
理
や
肉
・
魚

　

料
理
）
か
ら
食
べ
る
習
慣
を
つ

　

け
る
。

血
糖
値
ス
パ
イ
ク
を
防
ぐ

　
　
　
　
　

食
習
慣
と
は
！
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「
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら
、
一

人
で
使
う
の
は
ず
る
い
よ
」
と
、
子
ど

も
も
大
人
も
言
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
3
〜
4
歳
の
子
が
レ
ー
ル

を
つ
な
げ
て
た
く
さ
ん
の
汽
車
を
走
ら

せ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、

「
貸
し
て
」
と
他
の
子
が
入
っ
て
く
る

と
、
子
ど
も
同
士
の
関
係
性
で
違
い
も

あ
り
ま
す
が
、
大
体
は
「
嫌
」
「
ダ
メ
」

と
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。
今
は
自
分

一
人
で
遊
び
た
い
意
思
表
示
で
す
。

　

こ
の
様
子
を
見
て
、
「
み
ん
な
で
使

う
も
の
な
ん
だ
よ
」
と
、
周
囲
か
ら
も

強
い
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

「
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
か
ら
貸
し
て

あ
げ
な
さ
い
」
と
、
貸
す
こ
と
を
嫌
が

る
子
を
叱
り
、
強
制
的
に
汽
車
を
相
手

の
子
に
渡
す
こ
と
に
も
な
り
、
取
り
上

げ
ら
れ
た
子
は
怒
り
泣
き
続
け
、
「
い

い
加
減
に
し
な
さ
い
」
と
ま
た
叱
ら
れ

る
‥
‥
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
、
こ
れ
ま

で
た
く
さ
ん
見
て
き
た
の
で
す
が
、

「
み
ん
な
で
使
う
も
の
」
だ
か
ら
「
貸

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
は
、
少
し
違

う
か
な
と
思
う
の
で
す
。

〝
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら
〞

　

「
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら
」
と
、

満
足
い
く
遊
び
を
奪
わ
れ
た
子
の
悲
し

さ
。

　

「
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら
」
で
、

相
手
の
思
い
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
機

会
を
奪
わ
れ
て
い
る
子
の
悲
し
さ
。

　

「
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
か
ら
」
の

言
葉
の
後
に
続
く
の
は
「
大
切
に
使
っ

て
ね
」
「
き
れ
い
に
し
て
ね
」
と
い
う
、

優
し
い
思
い
を
の
せ
た
言
葉
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
に
も
相
手
に
も
思
い
が
あ
る
こ

と
を
、
様
々
な
場
面
を
通
し
て
私
た
ち

大
人
は
、
丁
寧
に
繰
り
返
し
伝
え
、
気

付
か
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
大
人
の
見
守
り
で
、
子

ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2118

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

平木孝紀さん（77歳）遠藤義勝さん（77歳）

喜寿おめでとうございます
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火災・救急出動状況

火災件数　０件
救急件数　22件

平成29年3月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

山
の
雪
解
け
も
進
み
、
山
菜
採
り
や
釣
り
な
ど
で
河
川
の
近
く
に
行
く
機
会
が
多

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
時
期
は
雪
解
け
水
や
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
ま
す
の
で
、
河
川
に
近
寄
る

際
は
事
故
に
充
分
ご
注
意
下
さ
い
。

　

泳
い
で
助
け
に
行
く
の
は
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
不
用

意
に
水
の
中
に
飛
び
込
ま
ず
、
す
ぐ
に
消
防
に
通
報
し
、
大

き
な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
が
確
認
で
き
た
場
合
の
み
ロ
ー
プ
等
で
救
助
し
ま
す
。

こ
の
際
も
、
絶
対
に
水
の
中
に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

安
全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
事
故
現
場
か
ら
目
を
離

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
消
防
の
到
着
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。※電子申請は消防試験研究センタ

　ーのホームページでお申し込み
　下さい。
　書面申請による場合、申請用紙
　は消防支署にあります。

危険物取扱者試験

消防設備士試験

【
溺
れ
て
い
る
人
を

　
　
　
　
　
　

発
見
し
た
と
き
は
】

【
溺
れ
て
い
る
人
を

　
　
　
　
　
　

発
見
し
た
と
き
は
】

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

水
辺
の
事
故
に
ご
注
意
を
！

水
辺
の
事
故
に
ご
注
意
を
！

議会・各種委員会の開催状況

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
2
名　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々
よ

り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

誉
二
婦
人
部　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
1
名　

様

国　

府　

平
木　

壽
孝　

様
（
82
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す
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試　験　日

試験の種類

願書受
付期間

書面申請

電子申請

4/24（月）～5/1（月）

4/21（金）～4/28（金）

6/4（日）

甲種特類
甲種（第1～5類）
乙種（第1～7類）

試　験　日

試験の種類

願書受
付期間

書面申請

電子申請

4/24（月）～5/1（月）

4/21（金）～4/28（金）

6/4（日）

甲種
乙種（第1～6類）
丙種

3月6日●国 保 運 営 協 議 会
　　　　●議 会 運 営 委 員 会
3月8日・13日・16日
　　　　●議会第1回定例会
　　　　●議 会 全 員 協 議 会
3月10日●議会総務常任委員会

3月10日●議会経済常任委員会
　　　　●議会広報特別委員会
3月14日～16日
　　　　●議会予算審査特別委員会
3月14日●教 育 委 員 会 議
3月29日●農 業 委 員 会 総 会



3月の入札・契約結果についてお知らせします

平成28年度（補正）
林業専用道（規格相当）
板谷胡桃沢線
測量設計委託業務

平成29年度　
庁舎警備委託業務

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

スクールバス運行業務

定期点検一式
（各エンジン、ポンプ他）

役場警備業務一式

学校警備業務一式

林業専用道（規格相当）
900ｍの測量設計

住民バスの運行
（毎週日曜日及び年末年始
を除く）

スクールバス及び住民バス
（国府方面）運航業務

5,724,000

7,344,000

6,102,000

5,292,000

1,512,000

2,278,800

1,890,000

2,219,400

7,020,000

22,302,000

23,544,000

1,868,400

6,080,400

7,459,560

6,269,400

5,400,000

1,527,120

2,310,120

1,892,160

2,243,160

7,123,918

22,982,400

23,824,800

1,890,000

予定価格（円）

平成29年度　
スクールバス及び
住民バス運行委託業務

平成29年度　
中川町住民バス
運行委託業務

平成29年度　
学校警備委託業務

平成29年度　
基幹水利施設管理事業
誉平地区排水機場
点検整備委託業務

平成29年度　
スクールバス
運行委託業務

5,300,000

5,320,000

5,350,000

6,800,000

7,000,000

5,650,000

5,900,000

4,900,000

5,100,000

1,400,000

入札辞退　

2,110,000

1,750,000

2,055,000

6,500,000

20,650,000

21,800,000

1,730,000

第2回

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

平成29年度　
生涯学習センター
警備委託業務

生涯学習センター
警備業務一式

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

平成29年度
エコミュージアムセンター
施設管理・物産開発
委託事業

エコミュージアムセンター
施設管理・物産開発業務
一式

平成29年度　
中川町農業集落
排水処理施設
維持管理委託業務

平成29年度　
中川町簡易水道施設
維持管理委託業務

平成29年度　
中川浄化センター
汚泥運搬委託業務

農業集落排水施設
維持管理一式

簡易水道施設
維持管理一式

汚泥運搬年64回

着手　平成29年4月1日

完了　平成29年6月30日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

※藤井測量設計㈱

旭川設計測量㈱

和光技研㈱

※㈲平和ハイヤー

㈱中川自工サービス

※㈱中川自工サービス

㈲平和ハイヤー

※㈲平和ハイヤー

㈱中川自工サービス

※㈱荏原製作所北海道支社

㈱クボタ北海道支社

※エス・テー警備保障㈱

※エス・テー警備保障㈱

※エス・テー警備保障㈱

※特定非営利活動法人エコール咲く

※㈱テクノス北海道

※㈱中川水道

※北部クリーン企業組合

94.1％

98.5％

97.3％

98.0％

99.0％

98.6％

99.9％

98.9％

98.5％

97.0％

98.8％

98.9％

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日
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着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年3月27日

完了　平成29年8月10日



問い合わせ先▶
　旭川地方気象台　☎0166－32－7102
　　ホームページアドレス
　　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

たき火やタバコに注意～林野火災たき火やタバコに注意～林野火災気象台一口メモ
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平成29年度　
役場庁舎管理
委託業務

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

役場庁舎管理業務一式

中川町農業者トレーニング
センター
維持管理業務一式

中川町生涯学習センター
維持管理業務一式

1,814,400

3,315,600

2,451,600

1,818,310

3,318,840

2,453,760

予定価格（円）

平成29年度　
中川町生涯学習センター
維持管理業務委託

平成29年度　
中川町農業者
トレーニングセンター
維持管理業務委託

1,680,000

3,070,000

2,270,000

第2回

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

着手　平成29年4月1日

完了　平成30年3月31日

※中川町高齢者就労センター

※中川町高齢者就労センター

※中川町高齢者就労センター

99.8％

99.9％

99.9％

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

　５月になると森林の緑も、日毎に鮮やかさを増してきます。またこの時期は、林野火災が発生
する頃です。林野火災とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災を言います。北海道では、４月
1日から6月30日までを「林野火災危険期間」とし、危険期間のうち　4月21日から5月31日ま
でを「林野火災予防強調期間」に設定しています。
　北海道の統計では、最近の過去10年間（平成19年～平成28年）で247件の林野火災が発生し
ています。月別に見ると、4、5月で180件と全体の73％を占めています。林野火災の出火原因
は、その殆どが人為的な過失によるものと考えられ、ごみ焼きによるものが65件、たばこ・マ
ッチによるものが17件で、全体の33％になっています。
　春に火災が多いのには更に理由があります。冬は下草が枯れ、落葉が積もって「燃えやすいも
の」が林内に蓄積されるとともに春は空気が乾燥していることと、風が強いという気象条件が重
なることです。
　気象台では、空気が乾燥し、火災が起こりやすいと予想されるときに、乾燥注意報を発表して
火の取り扱いに注意するよう呼びかけています。上川・留萌地方の発表基準は、最小湿度が30
パーセント以下で実効湿度が60パーセント以下の場合です。実効湿度とは、木材の乾燥の程度
を表すもので、50～60%以下になると火災の危険度が高まります。また、実効湿度が50%を下
回ると、マッチ１本で木材に火がつくと言われています。
　また、風の強い日も湿度が低くなりやすいので注意が必要です。森林の喪失は保水能力の低下
を招き、台風や集中豪雨などの大雨により土砂崩れなどの自然災害がおこりやすくなるおそれも
あります。山菜取りや散策など山に入る場合には、たき火やたばこなどの火の取り扱いには、十
分注意をお願いします。また、お出掛けの際は、最新の気象情報を入手して下さい。意をお願いします。また



　4月6日（木）、中央小
学校で入学式が行われ
ました。写真は新1年生
が入学式前の最後の練
習をしている様子です。
ちょっと緊張している様
子の新1年生でしたが、
入学式本番では大きな
声で、元気よく返事をす
ることができました。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

町の人口
（3月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,585人（－39）

786人（－23）

799人（－16）

821戸（－13）
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（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　中川町に縁のある方々で組織している札幌中川会と東京中川会でそれぞれ総会と交流会が開
催されました。多くの会員が集い、ふるさと中川の思い出を語り合いました。

　小学校と同日の4月6日（木）、中川中学校でも入学式が行われました。
　３年間着続ける大きな制服に着られているような、在校生に比べてまだまだ幼い感じのする
新入生でしたが、その眼差しは未来への希望を感じる、すっとしたきれいな眼差しでした。

札幌中川会札幌中川会

東京中川会東京中川会


